
7

第3回 海洋深層水セミナー佐渡大会 第3回 海洋深層水セミナー佐渡大会 第3回 海洋深層水セミナー佐渡大会 
　「海洋深層水の新たな展開を目指して、佐渡からの発信」をテ

ーマに、10月7日（土）畑野農村環境改善センターでＮＰＯ法人日

本海洋深層水協会主催による第3回海洋深層水セミナー佐渡大会が

開催されました。150名ほどが参加し、佐渡の海洋深層水を活かし

た各企業の事例発表や国内外の研究者の発表が行われました。 

　講演者からは、健康・美容ビジネスとして海洋深層水温浴施設

の開業が相次いでいること、また海洋深層水の健康効果について

の報告等がなされました。地元側からは、海洋深層水のボトリン

グ工場・製塩工場や活ナンバンエビ出荷の取組みの発表などがありました。 

　大会の最後の「日本海の活性化と地域振興」をテーマにしたパネルディスカッションでは、佐渡は貿易港で

ある新潟港に近いという立地条件であり、東アジアをマーケットとする視点や利活用方法への期待が話題となり、

新たな展開を予感させるまとめとなりました。 

佐渡市職員【医療】を募集します 
　次の職種について採用試験を行います。 
・診療放射線技師（1人程度） 
・薬剤師（1人程度） 
・看護師または准看護師（6人程度） 
◇受験資格　昭和32年4月2日以降に生まれた方で、 
　それぞれの有資格者または平成19年3月31日まで 
　に資格取得見込の方 

◇お問い合わせ　　市役所　総務課（人事係）q63－3111

◇1次試験　12月17日（日）　受付8：30～  
◇受験場所　佐渡市役所 
◇申し込み締め切り　12月5日（火） 
◇受験案内・申込書　　市役所総務課人事係または各支所庶 
　務課へ。申込書は佐渡市ホームページからもダウンロード 
　できます。（http://www.city.sado.niigata.jp/） 

　
協
賛
施
設（
温
泉
・
観
光
施
設
）の
入
館
料
・
み
や
げ
物
の
割
引
、レ
ン
タ
カ
ー
、タ

ク
シ
ー
の
割
引
特
典
。
さ
ら
に
協
賛
施
設
へ
の
宿
泊
予
約
会
員
に
は
佐
渡
汽
船
運

賃
、定
期
観
光
バ
ス
の
割
引
。
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
地
物
料
理
と
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
で
、会
員
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
佐
渡
市
東
京
事
務
所
　
q
0
3
―
5
4
1
4
―
2
6
5
1
 

　
佐
渡
市
役
所
観
光
課
　
q
0
2
5
9
―
6
3
―
5
1
1
6

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅
」
団
体
旅
行
を
終
え
て
　 

 

首
都
圏
佐
渡
連
合
会
観
光
部
会
長
　
元
田
利
夫 

 

平
成
19
年
3
月
31
日
ま
で
実
施
！
　
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
会
員
限
定 

 「
ふ
る
さ
と
里
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

　
10
月
14
日
か
ら
２
泊
３
日
の
行
程
で
、「
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅
」
に
４８
名
の
団
体

で
参
加
し
ま
し
た
。
抜
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
中
、大
佐
度
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
向
か
う

と
、白
雲
台
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
に
感
嘆
の
声
。日
本
海
に
落
ち
る
真
っ
赤
な
夕
日
を
見
な

が
ら
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
夕
食
会
で
は
、団
長
の
池
田
正
雄
会
長
よ
り
、今
回
の
旅
行
の
趣
旨
、い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
佐
渡
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
戦
略
会
議
に
お

い
て
提
言
を
し
て
い
き
た
い
、ま
た
、親
戚
、友
人
等
で
再

度
佐
渡
を
訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、続

い
て
　
野
佐
渡
市
長
よ
り
ト
キ
の
放
鳥
計
画
、金
銀
山
の

世
界
遺
産
登
録
へ
の
動
き
、佐
渡
汽
船
の
経
営
の
健
全
化
、

佐
渡
の
環
境
と
専
門
学
校
の
誘
致
の
現
状
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
料
理
は
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅
メ
ニ
ュ
ー
で
、

旬
の
紅
ズ
ワ
イ
蟹
、佐
渡
そ
ば
、煮
し
め
、海
鮮
釜
飯
な
ど

な
ど
食
べ
切
れ
な
い
量
。
相
川
在
住
の
飯
山
弘
氏
に
よ
る

佐
渡
金
山
の
神
事
で
あ
る
「
や
わ
ら
ぎ
」
、勇
壮
な
石
花
の

鬼
太
鼓
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
観
光
と
、約
１
日

の
自
由
行
動
の
後
、ふ
る
さ
と
佐
渡
へ
の
想
い
を
馳
せ
な
が

ら
、１６
日
午
後
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
夕
食
を
待
つ
我
が
家
に

帰
着
し
佐
渡
旅
行
は
滞
り
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。 

B
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各課からの お　知　ら　せ 

佐
渡
市
運
動
教
室
に 

              

参
加
し
ま
せ
ん
か 

　「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
、救
済
の
対
象
者
に
特
別

遺
族
給
付
金（
特
別
遺
族
年
金
・
特
別
遺
族

一
時
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
請
求
が
遅
れ
る
と
特
別
遺
族
年
金
の
受

給
総
額
が
減
少
す
る
ほ
か
、平
成
21
年
３
月

27
日
以
降
は
、請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
請
求
の
対
象
者 

　
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
さ
ら
さ
れ
る
業
務

で
中
皮
腫
、肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、平
成

13
年
３
月
26
日
以
前
に
死
亡
し
た
労
働
者

の
遺
族
で
あ
り
、時
効
で
労
災
保
険
法
に
よ

る
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
た
方
。 

※
平
成
13
年
３
月
27
日
以
降
に
死
亡
し
た

労
働
者
の
遺
族
は
、労
災
保
険
法
に
規
定

す
る
遺
族
補
償
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
制
度
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
新
潟
労
働
局
労
災
補
償
課
　 

　
　
　
q
０
２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
５ 

　
佐
渡
労
働
基
準
監
督
署
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
23
―
４
５
０
０ 

福祉 
健康 
 

石
綿
被
害
に
よ
る
特
別
遺
族
給
付
金
の 

       

手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？ 

○
『
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
』 

◇
内
容
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
食
事
や 

　
　
　
　
健
康
に
つ
い
て
の
話
　 

◇
対
象
者
　
69
歳
以
下
の
市
民 

◇
会
場
・
期
間
・
時
間 

　〈
相
川
コ
ー
ス
〉 

　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
12
月
５
日（
火
）か
ら
２
月
27
日（
火
） 

　
　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
３
か
月
コ
ー
ス
　 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

　〈
金
井
コ
ー
ス
〉 

　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
12
月
６
日（
水
）か
ら
２
月
28
日（
水
） 

　
　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
３
か
月
コ
ー
ス
　 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

　〈
小
木
コ
ー
ス
〉 

　
小
木
あ
ゆ
す
会
館
　 

　
　
12
月
８
日（
金
）か
ら
３
月
２
日（
金
） 

　
　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
３
か
月
コ
ー
ス
　 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

◇
お
申
し
込
み
期
限 

　
　
11
月
24
日（
金
）ま
で 

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課（
老
人
保
健
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
63
―
３
１
１
５ 

　
相
川
支
所
　
福
祉
保
健
課
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
74
―
０
３
３
９ 

　
小
木
支
所
　
市
民
課
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
86
―
１
１
１
１ 

＊
詳
し
い
日
程
案
内
は
保
健
医
療
課
お
よ

び
各
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。 

 

○
『
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室（
水
中
運
動
）』 

◇
内
容
　
　 

　
　
ミ
ニ
講
座（
生
活
習
慣
病
予
防
…
… 

　
　
　
　
　
　
食
事
や
運
動
に
つ
い
て
の
話
） 

　
　
水
中
運
動（
１
時
間
） 

◇
対
象
者
　
初
め
て
水
中
運
動
を
体
験
さ 

　
　
　
　
　
れ
る
69
歳
以
下
の
市
民 

◇
会
場
・
期
間
・
時
間 

　〈
ゆ
と
り
ぴ
あ
真
野
〉 

　
　
１
月
11
日（
木
）か
ら
３
月
29
日（
木
） 

　
　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
３
か
月
コ
ー
ス 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
　 

　〈
ワ
イ
ド
ブ
ル
ー
あ
い
か
わ
〉 

　
　
１
月
11
日（
木
）か
ら
３
月
29
日（
木
） 

　
　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
３
か
月
コ
ー
ス 

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
お
申
し
込
み
期
限
　
12
月
15
日（
金
）ま
で 

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課（
老
人
保
健
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
q
63
―
３
１
１
５ 

　
相
川
支
所
　
福
祉
保
健
課
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
74
―
０
３
３
９ 

「
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い
」 

                      

の
お
知
ら
せ 

　
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
家
族
の
方
、 

一
人
で
悩
ま
ず
仲
間
と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

◇
日
時
　
12
月
10
日（
日
） 

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

◇
会
場
　
吉
井
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

◇
お
問
い
合
わ
せ 

　
佐
渡
保
健
所
　
q
74
―
３
４
０
７ 

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
佐
渡 

〜
家
族
・
仲
間
・
地
域
の
つ
な
が
り
、支
え
あ
い
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
め
ざ
し
て 

「
介
護
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す 

　
認
知
症
と
家
族
の
会
佐
渡
の
会
「
さ
ど
マ

イ
マ
イ
」
と
「
ふ
れ
愛
・
さ
さ
え
愛
　
介
護

教
室
」の
共
催
で
す
。 

◇
日
時
と
会
場
お
よ
び
内
容 

　
11
月
21
日（
火
）午
後
１
時
〜
午
後
３
時 

　
真
野
ふ
る
さ
と
会
館 

　
講
演
　｢

介
護
し
て
い
る
あ
な
た
に｣

　 

　
　
　
　
〜
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
ま
せ
ん
か
〜 

　
講
師
　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

　
　
　
　
新
潟
県
支
部
副
代
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
ミ
キ
さ
ん 

◇
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課（
老
人
保
健
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
63
―
３
１
１
５ 
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暮ら 
し 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
女
性
へ
の
暴
力 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

施
策
の
一
環
と
し
て
、11
月
12
日（
日
）か
ら
25

日（
土
）ま
で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
る
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
、性
犯
罪
な
ど
女
性
へ
の

暴
力
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。一
人
で
悩

ま
な
い
で
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
は
、

警
察
、法
務
局
、県
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
63
―
５
１
１
３ 

　
お
聞
き
に
な
り
た
い
テ
ー
マ
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。 

◇
12
月
４
日（
月
）ま
で
の
テ
ー
マ 

１
　
く
ら
し
の
情
報 

　
　（
毎
月
第
１
月
曜
日
正
午
更
新
） 

　
・ 

携
帯
電
話
の
便
利
な
使
い
方 

　
・ 

契
約
の
解
消
と
原
状
回
復 

２
　
消
費
生
活
相
談
事
例 

　
　（
毎
月
第
１
月
曜
日
正
午
更
新
） 

　
・ 

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル 

３
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法 

４
　
相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ
ス 

　
・ 

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求
ト
ラ
ブ
ル 

　
・ 

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
覚
え
の
な
い
請
求
の
対
処
法 

※
緊
急
な
消
費
生
活
情
報
が
あ
る
場
合
に

予
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

お知 
らせ 

「
ハ
イ
、県
く
ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
」 

〜
く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は 

 
 
q（
０
２
５
）２
８
５
―
７
０
０
０
〜 

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集 

◎
お
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
建
設
課
も

し
く
は
各
支
所
の
建
設
水
道
課
窓
口
へ
、

申
請
書
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

◎
お
申
し
込
み
期
限
　 

　
12
月
１
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で 

◎
入
居
可
能
日
　
12
月
中
旬
以
降 

◎
入
居
に
際
し
て
保
証
人
（
２
名
）
と
　

敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
建
設
課（
建
築
住
宅
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
63
―
５
１
１
８ 

　
相
川
支
所
　
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
74
―
０
３
３
８ 

　
佐
和
田
支
所
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
57
―
８
１
２
５ 

　
畑
野
支
所
　
　
建
設
水
道
課（
建
設
係
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
q
66
―
３
１
１
３ 

■
県
営
お
り
と
住
宅（
相
川
地
区
） 

○
所
在
地
　
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１ 

○
規
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、 

　
　
　
　
昭
和
54
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
２
３
１
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
　
１
万
４
９
０
０
円
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
８
０
０
円 

■
お
り
と
向
野
住
宅 

　
　
　
　
　（
相
川
地
区
、単
独
住
宅
） 

○
所
在
地
　
相
川
下
戸
村
３
５
４
番
地
６ 

○
規
格
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
平
屋 

　
　
　
　
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
46
年
度
建 

　
　
　
　
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
５
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
　
１
万
５
０
０
０
円
　
　

■
岩
野
住
宅（
佐
和
田
地
区
） 

○
所
在
地
　
八
幡
１
７
２
３
番
地
１ 

○
規
格
　
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
て
、　 

　
　
　
　
２
Ｋ
、昭
和
49
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
　
７
０
０
０
円
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
５
０
０
円 

■
吉
井
第
２
住
宅（
金
井
地
区
） 

○
所
在
地
　
吉
井
本
郷
６
６
４
番
地 

○
規
格
　
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
て
、 

　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
57
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
３
９
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
　
１
万
１
５
０
０
円
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
５
２
０
０
円 

■
後
何
代
住
宅
団
地（
２
）（
畑
野
地
区
） 

○
所
在
地
　
畑
野
甲
４
８
１
番
地
１ 

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、 

　
　
　
　
平
成
５
年
度
建
設 

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
６
号
室
） 

○
家
賃
　
月
額
　
２
万
１
０
０
０
円
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
６
０
０
０
円 

入
　
居
　
資
　
格 

 

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

り
（
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
る

方
を
含
む
）
、
公
租
公
課
（
市
税

等
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と 

②
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
含
む
）

が
い
る
こ
と
（
お
り
と
向
野
住
宅
、

岩
野
住
宅
に
つ
い
て
は
申
込
者
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

③
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が

20
万
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者

の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
等
は
26
万
８

０
０
０
円
）
を
超
え
な
い
こ
と 

④
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と 
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各課からの お　知　ら　せ 
◇
狩
猟
期
間
　
平
成
18
年
11
月
15
日（
水
） 

　
　
　
　
　 

〜
平
成
19
年
２
月
15
日（
木
） 

◇
狩
猟
時
間
　
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で 

◇
狩
猟
期
間
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

　
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
　 

　
環
境
セ
ン
タ
ー
　
q
74
―
３
４
２
８ 

お知 
らせ 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、広
域
通
信
制
高
等
学

校
、福
祉
通
信
教
育
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

◇
募
集
期
間 

 

・ 

高
等
学
校
　
普
通
科
・
選
科
　 

　
　
　
平
成
19
年
２
月
１
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
20
日（
金
） 

 

・ 

専
攻
科
　
社
会
福
祉
コ
ー
ス
　 

　
　
　
平
成
19
年
２
月
１
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
１
日（
木
） 

 

・ 

生
涯
学
習
通
信
講
座
　
通
年
申
込
受
付 

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
請
求 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　 

　
〒
１
８
６
―
８
０
０
１
　 

　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
―
36
　 

　
　 

q

  

０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１ 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
４
２
―
５
７
４
―
１
０
０
６ 

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
案
内
書
請
求
） 

　
　
 
Y 

０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８
１ 

　
地
域
の
経
済
活
動
や
雇
用
の
安
定
に
深

く
貢
献
す
る
建
設
産
業
の
発
展
を
図
る
た

め
、前
記
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、建
設
業
で
働
く

方
々
の
雇
用
の
安
定
・
福
祉
の
向
上
・
労
働

災
害
の
防
止
等
の
一
層
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
建
設
事
業
主
を
は
じ
め
、関
係
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、建
設
業
の
雇
用
改
善
を
支
援
す

る
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

◇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
　
q
27
―
２
２
４
８ 

　
11
月
か
ら
相
川
支
所
建
設
水
道
課
上
下

水
道
係
の
事
務
所
が
、相
川
郵
便
局
前
の

事
務
所
か
ら
相
川
支
所
の
２
階
へ
移
転
し

ま
し
た
。 

　
上
下
水
道
料
金
の
納
入
は
、相
川
支
所

１
階
の
市
民
課
税
務
係
で
取
り
扱
い
ま
す
。 

　
契
約
水
量
や
使
用
者
の
変
更
お
よ
び
開

閉
栓
の
手
続
き
、そ
の
他
上
下
水
道
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、電
話
な
ど
で
相
川
支

所
２
階
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ 

　
相
川
支
所
　
建
設
水
道
課（
上
下
水
道
係
） 

　
〒
９
５
２
―
１
５
９
２
　
　 

　
佐
渡
市
相
川
塩
屋
町
26
番
地
　 

　 

q
　
74
―
３
０
３
１（
従
来
通
り
） 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
74
―
２
５
５
１（
庶
務
課
） 

　
Ｅ
メ
ー
ル 

       sa-kensetsu@
city.sado.niigata.jp

相
川
支
所
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
の 

事
務
所
は
相
川
支
所
２
階
に
な
り
ま
し
た 

佐
渡
看
護
専
門
学
校
　 

看
護
学
生（
一
般
入
学
）を
募
集
し
ま
す 

平
成
18
年
度
　 

     

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す 

◇
募
集
人
員
　
30
名 

（
推
薦
・
社
会
人
入
学
者
15
名
程
度
含
む
） 

◇
修
業
年
限
　
３
年 

◇
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当 

　
　
　
　
　
　
す
る
方 

①
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方 

②
監
督
庁
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
①
の

も
の
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方 

◇
願
書
受
付
期
間 

　
12
月
11
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
平
成
19
年
２
月
７
日（
水
） 

◇
入
学
試
験
日
　
平
成
19
年
２
月
13
日（
火
） 

※
出
願
書
類
の
請
求（
無
料
）に
つ
い
て
は
、出

願
者
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、郵
便
・
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
願
書
請
求 

　
新
潟
県
厚
生
連
　
佐
渡
看
護
専
門
学
校 

　
〒
９
５
２
―
１
２
０
９
　 

　
佐
渡
市
千
種
２
７
２
―
１
　 

　
　 

q
　
63
―
４
１
２
５
　 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
63
―
４
１
２
６ 

　
Ｅ
メ
ー
ル
　nksad

o
ka@
sad
o
.co
.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　 

平
成
19
年
度
入
学
生
・
受
講
者
募
集
中
！ 

　
み
な
さ
ん
が
、こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

◇
開
催
日
　
11
月
27
日（
月
）　 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

◇
会
　
場
　
　
市
役
所
　
真
野
支
所 

◇
相
談
担
当
者
　
　 

　
人
権
擁
護
委
員
　
船
　
　
　
清
一
朗 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
忠
　
利 

　
法
務
局
職
員 

総
務
係
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
山
　
明
　
美 

　
こ
の
ほ
か
常
設
相
談
所
で
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
正
午
、午
後
１
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
　 

　
　
　
q
74
―
３
７
８
７ 

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　 

　
　
　
q
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０ 

　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　 

　
　
　
q
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０ 

悩
み
ご
と（
人
権
・
相
続
・
財
産
分
与
・
家
庭
内 

の
問
題
等
）相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

11
月
は 
「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」で
す 

    

「
よ
り
よ
い
現
場
で
働
き
た
い
！
」 

し
ょ
く
ば 

C
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「国税電子申告・ 
  納税システム（e-Tax）」 
          をご利用ください 

q52－2001
アミューズメント佐渡 

イベント情報 

　笑顔いっぱい。親しみのある個性豊かなキャラクター“ビッグ
ママ”こと中島啓江。オペラからポップスまで抜群の歌唱力で表
現する、楽しい、感動のひと時をご一緒にお過ごし下さい。 

　防衛庁では平成18年度の自衛官「2等陸・海・空士（男子）」

を募集しています。また、専門技術者としての陸・海・空曹を育

成するために、中学校卒業予定者等を対象として「陸・海・空自

衛隊生徒」を募集しています。 

●2等陸・海・空士（男子） 
　◇試 験 日　11月23日（木）および12月17日（日） 
　◇試験会場　陸上自衛隊高田駐屯地 
　　　　　　　　または新発田駐屯地 
　◇試験種目　筆記試験、口述試験、適性検査 
　　　　　　　　および身体検査 
　◇応募資格　採用予定月の1日現在、18歳以上27歳未満 
　　　　　　　の男子 
　◇採用予定　平成19年3月 
●自衛隊生徒 
　◇受付期限　平成19年1月9日（火） 
　◇試 験 日　第1次試験　平成19年1月13日（土） 
　◇試験会場　佐渡市内または新潟市内 
　◇応募資格　平成19年4月1日現在、15歳以上17歳 
　　　　　　　未満の男子で、中学校卒業者（見込含） 
　◇身　　分　特別職国家公務員 
　◇給　　与　初任給　15万200円（18年4月1日現在） 
　◇賞　　与　期末・勤勉手当　年2回（6月・12月） 
　◇休　　暇　年次休暇（24日／年）、その他に特別休暇 
　◇高校教育　入隊すると同時に高等学校（通信制）に入 
　　　　　　　学し、3年修了時に高校卒業の資格を得る。 
　◇お問い合わせ　自衛隊新潟地方協力本部 
　　　　　　　　　佐渡駐在員事務所　q63－4512

［予定曲目］ 
　アメイジング・グレイス 
　トゥーランドット 
　涙そうそう 
　赤とんぼ　ほか 

 19：00開演（18：30開場） 

12月11日（月） 

全席指定：3,000円 
（中学生以下1,000円） 

中 島 啓 江 コンサート 
なか  じま   けい     こ 

自衛官を募集します 

◇日　時　12月9日（土）14：00～15：30 

◇場　所　アミューズメント佐渡はまなすホール 

◇内　容　14：00　講演「ハンセン病について」  

　　　　　14：30　映画上映「風の舞」 

　　　　　　　　　（文部科学省選定、厚生労働省推薦） 

◇主　催　佐渡保健所 

◇共　催　新潟地方法務局佐渡支局、佐渡市、 

　　　　　佐渡市教育委員会、佐渡人権擁護委員協議会 

◇お問い合わせ 

　　　　佐渡保健所　地域保健課　q74-3407

　国税電子申告・納税システム（e-Tax）は、国税に関

する各種手続き（①所得税・法人税・消費税・酒税およ

び印紙税の申告　②全税目の納税　③申請・届出等）が

自宅やオフィスからインターネット等を通じて行うこと

ができ、税務署などに何度も出かける必要がなくなります。

特に源泉所得税の毎月納付や消費税の毎月申告など利用

回数の多い手続きには便利です。詳しくはe-Taxホーム

ページをご覧ください。 

　　　http://www.e-tax.nta.go. jp

　市では、一般家庭を対象に生ごみの再生利用とごみの

減量化を図るため、生ごみ処理機器の購入費用の一部を

補助しています。 

　希望される方は、機器の購入前に市役所廃棄物対策課

　企画業務係（q63－5140）または各支所市民課　市民

生活係へお問い合わせください。（申請時には、申請書・

見積書・生ごみ処理機器のカタログが必要です。） 

【補助対象機器・補助額】 

　○密閉型発酵容器（EM処理機） 

　　　半額補助（限度額4,000円）1世帯2器まで 

　○地面設置型容器（コンポスト） 

　　　半額補助（限度額4,000円）1世帯2器まで 

　○電動式生ごみ処理機 

　　　半額補助（限度額30,000円）1世帯1台まで 

家庭の生ごみを 
リサイクルしませんか！ 

―市から補助金を交付します― 

ハンセン病講演会・映画上映会 
※入場無料、申込不要 

「国税電子申告・ 
  納税システム（e-Tax）」 
          をご利用ください 



　
国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除（
非
課
税
）の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
１
年
間
の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
控
除
の
対
象
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料

は
、平
成
18
年
中（
平
成
18
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
）に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
、次
の

と
お
り
で
す
。 

○
毎
月
納
め
た
保
険
料 

○
前
納
保
険
料 

○
過
去
の
未
納
分
を
納
め
た
保
険
料 

○
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
を
納
め
た
追
納

保
険
料 

申
告
は
ご
自
身
の
分
だ
け
で
な
く
、家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
納

付
し
た
方
が
申
告
で
き
ま
す
。 

　
な
お
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
際
、納
付
し
た
額
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て
『
領
収
証
書
』
や
『
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』の
添
付
が

必
要
で
す
。こ
の
控
除
証
明
書
は
、社
会
保

険
庁
か
ら
11
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
ま
た
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
月
分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
場
合
は
平
成
18
年
分
と

し
て
申
告
で
き
ま
す
の
で
、そ
の
領
収
証
書

も
あ
わ
せ
て
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。 

 

　
社
会
保
険
庁
で
は
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合

せ
や
、再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

q
０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１ 

（
期
間
　
平
成
18
年
11
月
１
日
〜
平
成

19
年
３
月
16
日
、平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
） 

   

佐
和
田
商
工
会 

q
５２
―
３
１
４
８ 

２０
日（
水
）受
付
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

両
津
商
工
会 

q
２７
―
５
１
２
８  

21
日（
木
）　
受
付
　
午
前
９
時
〜
１１
時 

小
木
町
商
工
会 

q
８６
―
２
２
１
６ 

21
日（
木
）　
受
付
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
● 

市
民
課
戸
籍
年
金
係
q
６３
―
５
１
１
２ 

各
支
所
市
民
課 

国
民
年
金
担
当
係 

ま
た
は 

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所  

q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談 

q
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談  

q
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５ 

１２
月
の
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所 

（
年
金
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
）  

 

企画振興課　特区・地域再生対策室からのお知らせ 
 

地域再生計画の提案を、広く民間（市民の皆さん）から募集します 
 

★地域再生について、インターネットで情報発信しています。 
　・地域再生本部　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiikisaisei/ 

　・わがまち元気（特区・地域再生の制度をわかりやすく紹介しています。） 

　http://www.wagamachigenki.jp/saisei/index.html 

　どんなアイディアでも結構です。まずは、下記担当へご一報ください。 

◇お問い合わせ　市役所　企画振興課（特区・地域再生対策室）　q６３－４１５２ 

 

 

地域再生＝地域経済の活性化、地域における雇用機会の創出その他の地域の活力の再生 

地域の自主的な取組みを、「地域再生計画」を通じ国が支援 

■地域は、地理的・自然的特性、文化的所産などを活かし、官と民の適切な連携の下、創意工夫を

こらした自主的・自立的な取組みを進めます。 

■国は、地域再生を支援する施策（支援メニュー）を創り、地域の自主的・自立的な取り組みを、地

域再生計画（地方公共団体が作成→国が認定）を通じて支援します。 

　このような地域の取り組みと国の支援があいまって、我が国の活力の源泉である地域の活力の

再生を加速し、持続可能な地域再生を実現します。 

国
民
年
金
保
険
料
は 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 【
年
金
だ
よ
り
】 

 【
年
金
だ
よ
り
】 

 

国
民
年
金
保
険
料
は 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 
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